
社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
に
関
す
る
一
考
察
（
松
嶋
）

三
〇
五

社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
効
性
に
関
す
る
一
考
察

─
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
判
タ
一
四
七
一
号
二
四
八
頁
を
素
材
と
し
て

─

松

　
　嶋

　
　隆

　
　弘

一
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、
非
営
利
法
人
（
１
）

に
関
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
研
究
（
２
）

の
一
環
と
し
て
、
社
団
た
る
医
療
法
人
（
３
）

に
お
い
て
理
事
長
に
よ
る
社
員
総
会
の

日
時
及
び
場
所
の
変
更
が
有
効
と
判
断
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
判
タ
一
四
七
一
号
二
四
八
頁
（
４
）

を
取
り

上
げ
、
次
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

⑴
．
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
、
同
事
件
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
社
団
た
る
医
療
法
人
に

論

　説

）
七
八
二
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
〇
六

関
す
る
「
規
制
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑵
．
社
団
た
る
医
療
法
人
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
規
制
と
し
て
、
理
事
に
関
す
る
規
制
、
社
員
総
会
に
関
す
る
規
制
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
を
一
般
社
団
法
人
、
株
式
会
社
に
つ
い
て
の
対
応
す
る
規
制
と
比
較
・
対
照
し
、
社
団
た
る
医
療
法
人
に
お
け
る
、
関
係
当
事
者

の
善
意
と
主
務
官
庁
の
適
切
な
管
理
監
督
に
期
待
し
た
「
性
善
説
」
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
全
体
像
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
⑴
．
で

み
た
「
規
制
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
」
を
そ
の
中
に
位
置
づ
け
る
。

⑶
．
⑵
．
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
現
行
の
社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
を
所
与
の
前
提
と
し
た
上
で
、
⑴
．
で
み
た
「
規

制
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
」
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
筆
者
は
、
か
つ
て
前
稿
（
５
）

に
お
い
て
若
干
の
試
論
的
検
討
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
は
、
前
稿
で
の
検
討
の
結
果

を
、
社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
の
全
体
像
の
中
に
位
置
づ
け
た
上
で
、
よ
り
詳
し
く
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
．
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
判
タ
一
四
七
一
号
二
四
八
頁
の
概
要

１
．
事
実
の
概
要

検
討
の
は
じ
め
に
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
次
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。

⑴
．
登
場
人
物

Y1
は
、
平
成
二
五
年
三
月
四
日
に
設
立
さ
れ
、
二
か
所
の
歯
科
診
療
所
を
開
設
す
る
医
療
法
人
で
あ
る
。
Y1
の
設
立
当
初
の
役
員
は
、

理
事
長
が
Ｘ
、
理
事
が
Y3
及
び
Y4
、
監
事
が
Ｂ
で
あ
っ
た
。

）
七
八
二
二
（



社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
に
関
す
る
一
考
察
（
松
嶋
）

三
〇
七

⑵
．
Y1
と
Y3
及
び
Y4
と
の
一
連
の
訴
訟

ⅰ
．
Ｘ
を
代
表
者
理
事
長
と
す
る
Y1
と
Y3
及
び
Y4
と
の
間
に
は
、
左
記
の
と
お
り
の
紛
争
が
あ
っ
た
。

Y1
は
、
平
成
二
七
年
三
月
九
日
付
け
社
員
総
会
に
お
い
て
Y3
を
社
員
か
ら
除
名
す
る
旨
を
、
平
成
二
七
年
三
月
二
七
日
付
け
社
員
総
会

に
お
い
て
Y4
を
社
員
か
ら
除
名
す
る
旨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
決
議
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Y3
及
び
Y4
は
、
①
．
前
記
各
除
名
決
議
が
不
存
在
で

あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
Ｘ
に
対
し
、
②
．「
Ｘ
の
社
員
除
名
決
議
及
び
理
事
解
任
決
議
、
Y2
及
び
Ａ

の
理
事
選
任
決
議
、
Y3
、
Y4
及
び
Ｃ
の
理
事
再
任
決
議
を
目
的
と
す
る
Y1
の
社
員
総
会
招
集
手
続
を
せ
よ
」、
③
．「
Ｘ
の
理
事
長
解
任
の

件
及
び
Y2
の
理
事
長
互
選
の
件
を
会
議
の
目
的
と
す
る
Y1
の
理
事
会
の
招
集
手
続
を
せ
よ
」
④
．「
Y3
及
び
Y4
が
Y1
の
社
員
の
地
位
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
の
訴
え
を
提
起
し
た
。

ⅱ
．
ま
た
Y1
は
、
平
成
二
六
年
一
二
月
一
九
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
Y3
が
自
ら
の
個
人
的
支
出
を
Y1
に
負
担
さ
せ
た
と
し
て
、

仮
払
金
の
返
還
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
（
別
件
訴
訟
１
）、
平
成
二
七
年
八
月
二
〇
日
、
Y4
に
対
し
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
し

た
（
別
件
訴
訟
２
）。
こ
れ
に
対
し
、
Y3
は
、
平
成
二
七
年
三
月
一
八
日
こ
ろ
、
Y1
に
対
し
、
未
払
理
事
報
酬
の
支
払
を
求
め
る
反
訴
を
提

起
し
た
（
Y3
は
、
平
成
二
八
年
四
月
二
八
日
こ
ろ
、
Y1
に
対
し
、
雇
用
契
約
上
の
地
位
確
認
等
を
求
め
る
請
求
を
追
加
し
た
。）。

ⅲ
．
東
京
地
方
裁
判
所
は
、
平
成
二
八
年
二
月
二
九
日
、
前
記
①
～
④
の
請
求
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
と
の
判
決
を
し
た
（
前

訴
第
一
審
判
決
）。

ⅳ
．
Ｘ
に
よ
る
事
業
譲
渡

Ｘ
を
代
表
者
理
事
長
と
す
る
Y1
は
、
平
成
二
八
年
六
月
一
三
日
、
Ｃ
に
対
し
、
Ｚ
歯
科
（
Y1
が
開
設
す
る
診
療
所
）
の
事
業
を
譲
渡
す
る

旨
の
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
八
年
六
月
二
六
日
、
社
員
総
数
二
名
と
し
て
、
本
件
譲
渡
契
約
を
承
認
す
る
旨
の
Y1
の

）
七
八
二
一
（
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八
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（
二
〇
二
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二
月
）

三
〇
八

社
員
総
会
決
議
を
し
た
。

⑶
．
前
訴
控
訴
審
判
決
に
お
け
る
逆
転
判
断
と
支
配
権
の
逆
転

ⅰ
．
東
京
高
等
裁
判
所
は
、
平
成
二
八
年
八
月
九
日
、「
前
訴
第
一
審
判
決
」
を
変
更
し
、
①
．
に
つ
き
各
除
名
決
議
を
無
効
で
あ
る

と
す
る
と
と
も
に
、
②
～
④
の
請
求
を
認
容
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
（
前
訴
控
訴
審
判
決
）。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
、「
Y3
及
び
Y4
が
Y1

の
総
社
員
の
五
分
の
一
以
上
の
社
員
に
当
た
り
、
Y1
の
理
事
長
で
あ
る
Ｘ
に
対
し
、
医
療
法
四
八
条
の
三
第
五
項
、
定
款
…
…
に
基
づ
き

社
員
総
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｘ
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
、
訴
え
を
も
っ
て
Y1
の
…
付
議
事
項
を
目
的
と
す
る
社
員
総

会
の
開
催
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
判
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
上
告
が
な
さ
れ
た
が
、
最
高
裁
判
所
は
、
平
成
二
九
年
二
月
二
日
、「
前
訴
控
訴
審
判
決
」
に
対
す
る
上
告
受
理
申
立
て

に
つ
き
、
上
告
審
と
し
て
受
理
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
た
。

ⅱ
．
Y1
（
代
表
者
理
事
長
Ｘ
）
は
、
平
成
二
九
年
二
月
八
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
Y3
の
社
員
権
に
基
づ
く
議
決
権
を
、
別
件
訴

訟
１
の
判
決
が
確
定
す
る
ま
で
停
止
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
仮
処
分
（
本
件
仮
処
分
）
を
申
し
立
て
た
。
そ
し
て
Ｘ
は
、
平
成
二
九
年
二

月
二
二
日
こ
ろ
、
Y3
及
び
Y4
に
対
し
、
開
催
日
時
を
同
年
三
月
二
二
日
午
後
一
時
、
場
所
を
「（
省
略
）」、
議
案
を
前
訴
控
訴
審
判
決
主

文
記
載
の
内
容
と
す
る
社
員
総
会
招
集
通
知
（
本
件
招
集
通
知
）
を
発
し
た
。

そ
の
後
、
本
件
仮
処
分
の
審
尋
期
日
（
平
成
二
九
年
三
月
一
三
日
）
に
お
い
て
、
裁
判
所
か
ら
本
件
仮
処
分
に
つ
き
同
年
四
月
七
日
ま
で

に
決
定
す
る
旨
の
意
向
が
示
さ
れ
た
た
め
、
Ｘ
は
、
平
成
二
九
年
三
月
一
六
日
こ
ろ
、
Y3
及
び
Y4
に
対
し
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
、
社
員

総
会
の
開
催
日
時
を
同
年
四
月
一
三
日
午
後
三
時
、
場
所
を
「（
略
）」
と
変
更
す
る
招
集
通
知
（
本
件
変
更
通
知
）
を
し
た
。

ⅲ
．
他
方
、
Y3
は
、
平
成
二
九
年
三
月
二
二
日
、
Y3
本
人
兼
Y4
の
代
理
人
に
よ
る
社
員
二
名
の
出
席
と
し
て
社
員
総
会
を
開
催
し
、
本

）
七
八
一
一
（



社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
に
関
す
る
一
考
察
（
松
嶋
）

三
〇
九

件
変
更
通
知
に
基
づ
く
社
員
総
会
の
延
期
を
否
決
し
た
ほ
か
、
⑤
．
Ｘ
を
Y1
の
社
員
か
ら
除
名
す
る
、
⑥
．
Y2
及
び
Ａ
を
Y1
の
理
事
に
選

任
す
る
、
⑦
．
Y3
を
Y1
の
理
事
に
再
任
す
る
と
の
決
議
（
本
件
決
議
）
を
す
る
と
と
も
に
、
同
日
、
理
事
会
を
開
催
し
、
Y2
を
理
事
長
に

選
任
す
る
理
事
会
決
議
を
し
た
。

ⅳ
．
そ
の
後
、
Y1
の
代
表
者
理
事
長
と
な
っ
た
Y2
は
、
平
成
二
九
年
三
月
二
四
日
、
別
件
訴
訟
１
、
２
の
訴
訟
代
理
人
、
本
件
仮
処
分

の
代
理
人
で
あ
っ
た
弁
護
士
に
対
し
解
任
す
る
旨
の
解
任
通
知
書
を
送
付
し
、
Y2
を
代
表
者
と
す
る
Y1
は
、
同
月
三
一
日
、
本
件
仮
処
分
、

別
件
訴
訟
１
、
２
を
取
り
下
げ
た
。

ⅴ
．
そ
こ
で
Ｘ
は
、
前
記
⑤
～
⑦
の
決
議
が
不
存
在
で
あ
る
こ
と
及
び
⑧
．
任
期
を
満
了
し
た
Ｘ
が
Y1
の
理
事
及
び
理
事
長
の
権
利
義

務
を
負
う
地
位
に
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
提
訴
し
た
。

２
．
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
の
判
旨

⑴
．
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
に
お
け
る
争
点

前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
に
お
い
て
争
点
と
さ
れ
た
の
は
、「
本
件
変
更
通
知
」
が
有
効
か
否
か
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
点
に
関
し
、
Y1
（
実
質
的
に
は
Y1
の
支
配
権
を
得
た
Y3
及
び
Y4
）
は
、「
前
訴
判
決
（
前
訴
控
訴
審
判
決
の
こ
と
：
筆
者
注
記
）
が
確
定
し
た

こ
と
に
よ
り
Ｘ
に
よ
る
社
員
総
会
の
招
集
手
続
が
擬
制
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
Ｘ
に
変
更
権
限
が
な
い
、
Y1
は
、
理
事
長
に
開
催
日
等
を
自

由
に
変
更
す
る
権
限
が
あ
る
と
す
る
と
、
社
員
に
よ
る
招
集
請
求
が
実
現
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
不
当
で
あ
る
、
本
件
総
会
に
お
い
て
、

社
員
総
会
の
延
期
は
否
決
さ
れ
て
い
る
」
旨
主
張
し
て
い
る
。

⑵
．「
本
件
変
更
通
知
」
の
有
効
性

「
社
員
総
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所
等
の
変
更
と
は
、
す
で
に
決
定
し
た
開
催
日
時
及
び
場
所
を
別
の
日
時
及
び
場
所
に
再
度
決
定
す

）
七
八
一
七
（
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八
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二
〇
二
三
年
二
月
）

三
一
〇

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
社
員
総
会
の
開
催
に
関
す
る
具
体
的
事
項
と
し
て
決
定
し
得
る
者
が
、
そ
の
決
定
す
る
手
続
に
従
っ
て
行

う
場
合
に
は
有
効
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
旨
判
示
し
、
本
件
変
更
通
知
に
お
け
る
開
催
日
時
及
び
場
所
は
、
決
定
権
限
の

あ
る
理
事
長
で
あ
る
Ｘ
が
決
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
変
更
は
有
効
で
あ
る
と
し
た
。

結
果
と
し
て
、「
本
件
総
会
の
招
集
は
撤
回
さ
れ
、
本
件
総
会
は
招
集
を
欠
く
こ
と
と
な
る
か
ら
、
本
件
決
議
は
不
存
在
と
い
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
Y1
の
理
事
及
び
理
事
長
が
任
期
満
了
後
、
後
任
者
が
選
任
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
か
ら
、
Y1
の
理
事
及
び
理
事
長
で

あ
っ
た
Ｘ
が
そ
の
職
務
を
行
う
地
位
に
あ
っ
た
と
い
え
る
」
旨
判
示
し
、
Ｘ
の
⑧
．
の
請
求
を
認
容
し
た
。

⑶
．
Y1
の
主
張
に
対
す
る
判
断

な
お
、
裁
判
所
は
、「
前
訴
判
決
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
Ｘ
に
よ
る
社
員
総
会
の
招
集
手
続
が
擬
制
さ
れ
て
い
る
」
と
の
Y1
の
主
張

に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
、
こ
れ
を
一
蹴
し
た
。

「
社
員
総
会
の
招
集
通
知
に
つ
い
て
は
、
社
員
に
社
員
総
会
に
出
席
の
機
会
と
準
備
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
記
載
内
容
と
し
て
、
会
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
、
日
時
及
び
場
所
の
記
載
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
前
訴
判
決
は
、
根

拠
と
し
て
平
成
二
七
年
法
律
第
七
四
号
に
よ
る
改
正
前
の
医
療
法
四
八
条
の
三
（
現
四
六
条
の
三
の
二
：
筆
者
注
）
第
五
項
及
び
定
款
…
…

を
挙
げ
た
う
え
で
、
会
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
特
定
し
て
い
る
も
の
の
、
日
時
及
び
場
所
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お

ら
ず
、
招
集
通
知
と
し
て
は
未
完
成
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
民
事
執
行
法
一
七
四
条
（
現
一
七
七
条
：
筆
者
注
）
の
適
用
が
あ

る
意
思
表
示
を
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
判
決
と
は
い
え
ず
、
前
訴
判
決
の
確
定
の
時
に
招
集
通
知
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
っ
て
、
単
に
社
員
総
会
の
招
集
権
限
を
有
す
る
Ｘ
に
対
し
、
定
款
…
…
に
基
づ
く
Y3
及
び
Y4
の
社
員
総
会
招
集
請
求
に
応
じ

た
Y1
の
社
員
総
会
の
招
集
手
続
と
し
て
、
社
員
総
会
の
日
時
及
び
場
所
を
決
め
、
社
員
に
対
し
招
集
通
知
の
書
面
を
送
る
と
い
う
作
為
を

）
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命
じ
た
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
仮
に
、
民
事
執
行
法
一
七
四
条
（
現
一
七
七
条
：
筆
者
注
）
の
適
用
が
あ
る
意
思
表
示

を
命
ず
る
判
決
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
時
及
び
場
所
の
特
定
の
な
い
社
員
総
会
招
集
手
続
は
瑕
疵
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
社
員

総
会
の
開
催
の
た
め
に
は
、
そ
の
日
時
及
び
場
所
を
補
充
し
て
社
員
に
通
知
す
る
必
要
が
あ
り
、
医
療
法
に
お
い
て
は
、
会
社
法
二
九
七

条
四
項
の
よ
う
に
裁
判
所
の
許
可
に
よ
り
社
員
に
招
集
権
限
を
与
え
る
規
定
は
な
く
、
医
療
法
第
六
章
第
九
節
の
規
定
の
ほ
か
、
同
法

四
六
条
の
五
の
三
第
二
項
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
、
一
時
理
事
長
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
選
任
し
て
、
そ
の
者
が
社
員
総
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
監
督
に
よ
り
是
正
を
図
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
前
訴
判
決
も
Y3
及
び
Y4
に
日
時
及
び
場
所
を

定
め
る
権
限
を
与
え
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
前
訴
判
決
も
日
時
及
び
場
所
の
決
定
権
限
は
Ｘ
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
決
定
権
限
が
あ
り
な
が
ら
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
い
い
難
い
。
よ
っ
て
、
前
訴
判
決
が
Ｘ
の

日
時
及
び
場
所
の
変
更
権
限
を
奪
う
も
の
と
は
い
え
ず
、
前
記
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。
Ｘ
が
前
訴
判
決
に
応
じ
ず
、
社
員
総

会
の
招
集
手
続
を
と
ら
な
い
場
合
に
は
、
間
接
強
制
に
よ
る
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
社
員
に
よ
る
招
集
請
求
を
実
現
さ

せ
な
い
よ
う
な
開
催
日
等
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
そ
の
態
様
や
目
的
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
、
権
利
濫
用
と
し
て
開
催
日
等
の
変
更
の

効
力
を
否
定
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
前
記
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。」

３
．
小
括
：
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ

⑴
．
本
件
に
お
け
る
紛
争
全
体
の
見
取
り
図

本
件
に
お
い
て
は
、
Ｘ
と
Y3
及
び
Y4
と
の
間
で
医
療
法
人
（
Y1
）
の
支
配
権
を
め
ぐ
る
激
し
い
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
戦

い
は
、
前
訴
と
そ
れ
に
続
く
本
訴
、
そ
し
て
別
訴
と
に
渡
り
入
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
一
言
で
要
約
す
る
の
は
難
し
い
が
、
ご
く
簡
単

に
言
う
と
、
医
療
法
人
の
社
員
か
ら
の
除
名
合
戦
で
あ
る
前
訴
と
本
訴
、
そ
し
て
場
外
戦
で
あ
る
別
訴
と
に
大
別
で
き
る
。
前
訴
で
は
、

）
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二

Ｘ
が
Y3
及
び
Y4
を
除
名
し
た
こ
と
の
当
否
が
争
点
と
な
り
、
Ｘ
は
、
第
一
審
（
前
訴
第
一
審
判
決
）
で
は
勝
訴
し
た
も
の
の
、
控
訴
審
（
前

訴
控
訴
審
判
決
）
で
は
逆
転
敗
訴
し
て
い
る
。
Ｘ
は
、
Y1
の
支
配
権
を
維
持
す
べ
く
、
別
訴
が
継
続
中
で
あ
る
こ
と
を
口
実
に
、
Y3
及
び

Y4
の
議
決
権
停
止
の
仮
処
分
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
仮
処
分
期
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
上
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
社
員
総
会
の
会

日
を
延
期
す
べ
く
、「
本
件
変
更
通
知
」
を
発
し
た
が
、
Y3
及
び
Y4
は
、
そ
の
効
力
を
認
め
ず
、
当
初
の
社
員
総
会
期
日
に
お
い
て
社
員

総
会
の
開
催
を
強
行
し
、
Y1
の
支
配
権
を
奪
取
し
、
Ｘ
を
除
名
す
る
と
と
も
に
、
Y1
と
し
て
別
訴
及
び
仮
処
分
の
取
り
下
げ
を
行
っ
た
。

本
件
訴
訟
は
、
Ｘ
が
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
Ｘ
の
除
名
決
議
の
効
力
を
争
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
「
本
件
変
更
通
知
」

が
有
効
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
、
こ
れ
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
本
件
変
更
通
知
」
が
有
効
で
あ
れ
ば
、
Ｘ
の
除
名

決
議
は
、
招
集
な
く
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
不
存
在
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
は
、

前
記
の
判
旨
の
と
お
り
、
Ｘ
の
主
張
を
受
け
入
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

⑵
．
裁
判
所
の
審
理
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
反
映
し
た
「
本
件
変
更
通
知
」

結
果
と
し
て
、
本
件
に
お
い
て
Y3
及
び
Y4
が
、
除
名
決
議
を
強
行
し
た
の
は
軽
率
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
Ｘ
が
前
訴
第
一
審

判
決
後
、
Ｃ
に
対
し
事
業
譲
渡
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
面
で
は
、
自
身
が
Y1
の
支
配
権
を
有
し
て
い
る
機
会
を
利
用
し
て
の
「
資
産

の
切
り
離
し
」
と
も
評
価
し
う
る
行
為
で
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
Y3
及
び
Y4
の
「
焦
り
」
も
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。

こ
の
場
合
に
お
け
る
「
本
件
変
更
通
知
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
本
件
仮
処
分
に
関
す
る
裁
判
所
の
審
理
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
り
、
Ｘ
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
か
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、「
本
件
変
更
通
知
」
を
無
視
す
る
行
為
は
、
広
義
で
の
裁
判
所

侮
辱
的
行
為
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
判
示
に
は
な
い
が
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
が
「
本
件
変
更
通

）
七
八
一
一
（



社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
に
関
す
る
一
考
察
（
松
嶋
）

三
一
三

知
」
を
有
効
と
解
し
た
背
景
と
し
て
、
か
か
る
事
情
も
一
因
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
し
て
い
る
。

４
．
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
か
ら
伺
わ
れ
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
点
：
社
員
総
会
を
強
制
的
に
招
集

す
る
方
法
の
欠
如

こ
こ
で
、「
前
訴
判
決
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
Ｘ
に
よ
る
社
員
総
会
の
招
集
手
続
が
擬
制
さ
れ
て
い
る
」
と
の
Y1
の
主
張
（
実
質
的
に

は
Y3
及
び
Y4
の
主
張
）
を
手
掛
か
り
に
、
や
や
視
点
を
広
げ
て
、
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
。

医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
が
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
医
療
法
は
、
会
社
法
や
一
般
社
団
法
人
法
（
一
般
社
団
法
人

及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
）
に
類
似
す
る
規
制
を
設
け
て
い
る
（
医
療
法
四
六
条
の
二
以
下
）。
た
だ
、
一
点
大
き
く
違
う
こ
と
が
あ

る
。
両
法
は
、
少
数
株
主
や
社
員
が
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
株
主
総
会
を
招
集
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
が
（
会
社
法
二
九
七
条
、
一
般
社

団
法
人
法
三
七
条
）、
医
療
法
は
、
か
か
る
社
員
に
よ
る
招
集
の
途
や
裁
判
所
の
関
与
に
つ
き
規
定
を
置
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
医
療
法

上
、
社
員
総
会
の
招
集
権
限
を
有
し
て
い
る
の
は
、
理
事
長
だ
け
で
あ
り
（
医
療
法
四
六
条
の
三
の
二
第
二
項
三
項
）、
社
員
は
、
総
社
員
の

１
／
５
以
上
の
多
数
を
も
っ
て
、
か
つ
、
社
員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
を
示
し
て
臨
時
社
員
総
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
み
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
も
理
事
会
を
招
集
す
る
の
は
理
事
長
な
の
で
あ
る
（
同
条
四
項
）。
認
可
を
司
る
主
務
官
庁
が
都
道
府
県
知
事

で
あ
り
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
適
切
な
監
督
を
期
待
し
て
か
、
社
員
総
会
の
招
集
に
関
し
裁
判
所
か
関
与
す
る
と
は
さ
れ
て
い
な
い
の

み
な
ら
ず
、
招
集
に
関
し
主
務
官
庁
が
許
可
を
す
る
旨
の
規
定
も
存
在
し
て
い
な
い
。

結
局
、
理
事
長
が
意
図
的
に
社
員
総
会
の
招
集
を
「
放
置
」
し
た
場
合
に
、
社
員
総
会
を
強
制
的
に
招
集
す
る
方
法
は
存
在
し
な
い
。

前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
は
、
前
記
の
と
お
り
、
社
員
に
よ
る
招
集
請
求
を
実
現
さ
せ
な
い
よ
う
な
招
集
通
知
の
「
変

更
」
に
つ
い
て
は
、
権
利
濫
用
と
し
て
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
本
当
の
問
題
は
、
そ
の
先
で
あ
り
、
社
員
に
よ
る
招

）
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集
請
求
を
強
制
的
に
実
現
す
る
途
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
か
よ
う
な
場
合
、
結
局
、「
理
事
長
の
ポ
ス
ト
を
得
た

者
勝
ち
」
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
支
配
権
争
奪
戦
は
、
否
が
応
で
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
つ
ま
り
、
医
療
法
の
制
度
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

不
全
が
紛
争
を
激
化
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
以
上
が
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
か
ら
伺
わ
れ
る
医
療
法
人
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
点
で
あ
る
。
次
に
、
か
か
る
問
題
点
を
、
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
る
作
業
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
す
な
わ
ち
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
医
療
法
人
に
関
す
る
規
制
を
会
社
法
上
、
一
般
社
団
法
人
法
上
の
各
規
制
と
対
比
し
な
が
ら
、

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

三
．
医
療
法
人
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
の
概
要

１
．
は
じ
め
に

次
に
、
医
療
法
人
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
に
つ
い
て
、
社
員
総
会
に
関
す
る
規
制
と
理
事
に
関
す
る
規
制
を
取
り
上
げ
、
会
社
法
、

一
般
社
団
法
人
法
（
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
）
と
対
比
し
て
み
よ
う
。

２
．
理
事
に
関
す
る
規
制
の
対
比

⑴
．
三
者
の
比
較

次
の
【
表
１
】
は
、
社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
に
関
す
る
規
制
を
、
会
社
法
上
の
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
法
上
の
理
事
に
関
す
る

各
規
制
と
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
（
６
）

。
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【表 １】理事・取締役に関する規制
社団たる医療法人 七般社団法人法の規制 相応する会社法の規制

1．役員の選任 医療法人には、役員として、理事 3

人以上及び監事 1人以上を置かなけ

ればならない。ただし、理事につい

て、都道府県知事の認可を受けた場

合は、 1人又は 2人の理事を置けば

足りる（医療法46条の ５第 1項）。

・理事会設置七般社団法

人における理事の員数に

つき、七般社団法人法6５

条 3 項

・取締役会設置会社にお

ける取締役の員数につ

き、会社法331条 ５ 項

・理事会設置七般社団法

人における監事の設置義

務につき、七般社団法人

法61条

・取締役会設置会社（監

査等委員会設置会社及び

指名委員会等設置会社を

除く。）における監査役

設置義務につき、会社法

327条 2 項

社員総会の決議による理事の選任

（医療法46条の ５第 2項）。

七般社団法人法63条 1 項 会社法329条 1 項

法人と理事との関係（医療法46条の

５第 4項）。

七般社団法人法64条 会社法330条

欠格事由

医療法46条の 4第 2項を準用（医療

法46条の ５第 ５項）。

七般社団法人法6５条 1 項 会社法331条 1 項

医療法人は、その開設する全ての病

院、診療所、介護老人保健施設又は

介護医療院（指定管理者として管理

する病院等を含む。）の管理者を理

事に加えなければならない。ただ

し、医療法人が病院、診療所、介護

老人保健施設又は介護医療院を八以

上開設する場合において、都道府県

知事の認可を受けたときは、管理者

（指定管理者として管理する病院等

の管理者を除く。）の七部を理事に

加えないことができる（医療法46条

の ５第 6項）。

規定なし 規定なし

前項本文の理事は、管理者の職を退

いたときは、理事の職を失うものと

する（医療法46条の ５第 7項）。

規定なし 規定なし

監事の理事・職員との兼職禁止（医

療法46条の ５第 ８項）。

七般社団法人法6５条 2 項 会社法33５条 2 項

理事の任期は、 2年を超えることは

できない。ただし、再任を妨げない

（医療法46条の ５第 9項）。

七般社団法人法66条

（再任を妨げない旨の規

定なし）

会社法332条 1 項 2 項

（再任を妨げない旨の規

定なし）

2．解任 社員総会による理事の解任（医療法

46条の ５の 2第 1項）。

七般社団法人法70条 1 項 会社法339条 1 項

解任された理事の損害賠償請求権

（医療法46条の ５の 2第 2項）。

七般社団法人法70条 2 項 会社法339条 2 項

理事解任の際の決議要件（医療法46

条の ５の 2第 3項）。

七般社団法人法49条 2 項 会社法309条 1 項（なお、

2項 7号参照）

）
七
八
一
一
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3．権利義務理

事

権利義務理事の留任義務（医療法46

条の ５の 3第 1項）。

七般社団法人法7５条 1 項 会社法346条 1 項

前項に規定する場合において、医療

法人の業務が遅滞することにより損

害を生ずるおそれがあるときは、都

道府県知事は、利害関係人の請求に

より又は職権で、七時役員の職務を

行うべき者を選任しなければならな

い（医療法46条の ５の 3第 2項）。

七般社団法人法7５条 2 項

（裁判所が職権で選任）

会社法346条 2 項

（裁判所が職権で選任）

理事又は監事のうち、その定数の 1

/ ５ を超える者が欠けたときは、 1

月以内に補充しなければならない

（医療法46条の ５の 3第 3項）。

規定なし 規定なし

4．監事選任議

案に関する監事

の同意・意見陳

述

・社団たる医療法人における監事選

任議案に関する監事の同意・意見陳

述につき、七般社団法人法72条、74

条を準用（医療法46条の ５の 4）

・監事選任議案に関する

監事の同意・意見陳述に

つき、七般社団法人法72

条、74条

・監査役選任議案に関す

る監査役の同意・意見陳

述につき、会社法343条、

34５条 1 項 4 項

５ ．理事の権限 医療法人（次項に規定する医療法人

を除く。）の理事のうち 1人は、理

事長とし、医師又は歯科医師である

理事のうちから選出する。ただし、

都道府県知事の認可を受けた場合

は、医師又は歯科医師でない理事の

うちから選出することができる（医

療法46条の 6第 1項）。

規定なし 規定なし

第46条の ５第 1項ただし書の認可を

受けて七人の理事を置く医療法人に

あつては、この章（次条第 3項を除

く。）の規定の適用については、当

該理事を理事長とみなす（医療法46

条の 6第 2項）。

代表理事の定義につき、

七般社団法人法21条 1 項

代表取締役の定義につ

き、会社法47条 1 項

理事長の代表権限（医療法46条の 6

の 2第 1項）。

代表理事の権限につき、

七般社団法人法77条 4 項

代表取締役の権限につ

き、会社法349条 4 項

代表権の制限と善意の第一者（医療

法46条の 6の 2第 2項）。

七般社団法人法77条 ５ 項 会社法349条 ５ 項

理事長が欠けた場合の処理（医療法

46条の ５の 3第 1項及び第 2項を準

要：医療法46条の 6の 2第 3項）

七般社団法人法79条 会社法3５1条

6 ．理事の報告

義務

医療法46条の 6の 3 七般社団法人法８５条 会社法3５7条 1 項

7 ．理事の各種

義務等

・代表者の行為の損害賠償責任につ

き、七般社団法人法7８条を準用

・代表者の行為の損害賠

償責任につき、七般社団

法人法7８条

・代表者の行為の損害賠

償責任につき、会社法

3５0条

・職務代行者の権限につき、七般社

団法人法８0条を準用

・職務代行者の権限につ

き、七般社団法人法８0条

・職務代行者の権限につ

き、会社法3５2条

）
七
八
一
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・表見代表理事につき、七般社団法

人法８2条を準用

・表見代表理事につき、

七般社団法人法８2条

・表見代表取締役につ

き、会社法3５4条

・忠実義務につき、七般社団法人法

８3条を準用

・忠実義務につき、七般

社団法人法８3条

・忠実義務につき、会社

法3５５条

・競業取引・利益相反取引につき、

七般社団法人法８4条を準用

・競業取引・利益相反取

引につき、七般社団法人

法８4条

・競業取引・利益相反取

引につき、会社法3５6条

・違法行為差止請求につき、七般社

団法人法８８条を準用

・違法行為差止請求につ

き、七般社団法人法８８条

・違法行為差止請求につ

き、会社法360条

・理事の報酬につき、七般社団法人

法８9条を準用

（医療法46条の 6の 4）

・理事の報酬につき、七

般社団法人法８9条を準用

・取締役の報酬につき、

会社法361条

８ ．業務執行検

査役

規定なし

（都道府県知事による業務・会計の

状況の検査につき、医療法63条）

（解散・清算監督のための検査役選

任につき、医療法５6条の16）

七般社団法人法８6条 会社法3５８条

9 ．理事会 理事会の構成（医療法46条の 7第 1

項）。

七般社団法人法90条 1 項 会社法362条 1 項

理事会の職務（医療法46条の 7第 2

項）

七般社団法人法90条 2 項 会社法362条 2 項

重要な業務執行の理事への委任の禁

止（医療法46条の 7第 3項）

七般社団法人法90条 4 項 会社法362条 4 項

10．理事会の手

続

・理事の権限につき、七般社団法人

法91条を準用

・理事の権限につき、七

般社団法人法91条

・取締役の権限につき、

会社法363条

・競業取引・利益相反取引の承認機

関につき、七般社団法人法92条 2 項

を準用

・競業取引・利益相反取

引の承認機関につき、七

般社団法人法92条

・競業取引・利益相反取

引の承認機関につき、会

社法36５条

・理事会の招集権者につき、七般社

団法人法93条を準用

・理事会の招集権者につ

き、七般社団法人法93条

・取締役会の招集権者に

つき、会社法366条

・理事会の招集手続につき、七般社

団法人法94条を準用

・理事会の招集手続につ

き、七般社団法人法94条

・取締役会の招集手続に

つき、会社法36８条

（・社員による招集請求の規定なし）（・社員による招集請求

の規定なし）

・株主による招集請求に

つき会社法367条

・理事会の決議につき、七般社団法

人法9５条を準用

・理事会の決議につき、

七般社団法人法9５条

・取締役会の決議につ

き、会社法369条

・理事会の決議の省略につき、七般

社団法人法96条を準用

・理事会の決議の省略に

つき、七般社団法人法96

条

・取締役会の決議の省略

につき、会社法370条

・理事会の議事録等につき、七般社

団法人法97条を準用

・理事会の議事録等につ

き、七般社団法人法97条

・取締役会の議事録等に

つき、会社法371条

・理事会への報告の省略につき、七

般社団法人法9８条を準用

（医療法46条の 7の 2）

・理事会への報告の省略

につき、七般社団法人法

9８条

・取締役会への報告の省

略につき、会社法372条

）
七
八
一
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11．法人に対す

る損害賠償責任

理事の法人に対する任務懈怠責任

（医療法47条 1 項）。

七般社団法人法111条 1

項

会社法423条 1 項

競業取引における損害の額の推定

（医療法47条 2 項）。

七般社団法人法111条 2

項

会社法423条 2 項

利益相反取引における任務懈怠の推

定（医療法47条 3 項）

七般社団法人法111条 3

項

会社法423条 3 項

12．責任の免除 ・責任の全部免除につき、七般社団

法人法112条を準用

・責任の全部免除につ

き、七般社団法人法112

条

・責任の全部免除につ

き、会社法424条

・責任の七部免除につき、七般社団

法人法113条を準用

・責任の七部免除につ

き、七般社団法人法113

条

・責任の七部免除につ

き、会社法42５条

・免除に関する定款の定めにつき、

七般社団法人法114条を準用

・免除に関する定款の定

めにつき、七般社団法人

法114条

・免除に関する定款の定

めにつき、会社法426条

・責任限定契約につき、七般社団法

人法11５条を準用

・責任限定契約につき、

七般社団法人法11５条

・責任限定契約につき、

会社法427条

・自己取引に関する責任免除不可に

つき、七般社団法人法116条を準用

（医療法47条の 2第 1項）

・自己取引に関する責任

免除不可につき、七般社

団法人法116条

・自己取引に関する責任

免除不可につき、会社法

42８条

13．第一者に対

する損害賠償責

任

理事の対第一者責任（医療法4８条 1

項 2 項）

七般社団法人法117条 1

項 2 項

会社法429条 1 項 2 項

14．連帯責任 医療法49条 七般社団法人法11８条 会社法430条

1５．代表訴訟 責任追及に関する訴えに関する規定

（七般社団法人法27８条～2８3条）を

準用（医療法49条の 2）

七般社団法人法27８条～

2８3条

会社法８47条～８５3条

16．役員等の解

任の訴え

役員等の解任の訴えに関する規定

（七般社団法人法2８4条～2８6条）を

準用（医療法49条の 3）

七般社団法人法2８4条～

2８6条

会社法８５4条～８５6条

17．補償契約及

び役員のために

締結される保険

契約

医療法49条の 4 補償契約につき、七般社

団法人法11８条の 2、役

員等のために締結される

保険契約につき、七般社

団法人法11８条の 3

補償契約につき、会社法

430条の 2、役員等のた

めに締結される保険契約

につき、会社法430条の

3

）
七
一
一
一
（
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三
一
九

⑵
．
比
較
し
た
結
果
、
分
か
っ
た
こ
と

【
表
１
】
を
一
覧
し
た
と
こ
ろ
か
ら
一
目
瞭
然
な
と
お
り
、
社
団
た
る
医
療
法
人
に
お
け
る
理
事
に
関
す
る
規
制
は
、
お
お
む
ね
一
般

社
団
法
人
法
の
規
制
に
準
拠
し
て
お
り
、
一
般
社
団
法
人
法
の
規
制
を
社
団
た
る
医
療
法
人
の
特
質
に
照
ら
し
簡
素
化
し
、
変
更
を
要
し

な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
適
宜
読
み
替
え
た
上
で
）
一
般
社
団
法
人
法
の
規
制
を
準
用
し
て
い
る
。
も
と
も
と
一
般
社

団
法
人
法
の
規
制
は
、
会
社
法
上
の
規
制
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
り
（
７
）

、
こ
れ
ら
三
つ
の
各
規
制
は
、
お
お
む
ね
パ
ラ
レ
ル
な
規
制
に

な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
を
通
覧
す
る
と
、
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
医
療
法
人
に
お
い
て
は
、
病
院
等
の
管
理
者
、
医
師
・
歯
科
医
師
等
医
療
関
係
者
が
、
代
表
理
事
、
理
事
に
な
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
医
療
法
人
に
お
い
て
は
、
病
院
等
の
管
理
者
が
理
事
に
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
医
療
法
四
六
条
の
五
第

六
項
）、
か
か
る
「
管
理
者
理
事
」
が
管
理
者
の
職
を
退
い
た
と
き
は
、
理
事
の
職
を
失
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
同
条
七
項
）、
医
療
法

人
の
理
事
の
う
ち
一
人
は
理
事
長
と
し
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
で
あ
る
理
事
の
う
ち
か
ら
選
出
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
医
療
法
四
六

条
の
六
第
一
項
本
文
）。
か
か
る
規
制
は
会
社
法
や
一
般
社
団
法
人
法
に
も
み
ら
れ
ず
、
医
療
法
人
固
有
の
規
制
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

第
二
に
、
監
督
官
庁
が
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
（
医
療
法
四
四
条
一
項
参
照
）、
都
道
府
県
知
事
に
種
々
の

認
可
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
（
例
え
ば
、
医
療
法
四
六
条
の
五
第
一
項
但
書
、
同
法
四
六
条
の
五
第
六
項
但
書
、
同
法
四
六
条
の
六
第

一
項
但
書
）、
会
社
法
、
一
般
社
団
法
人
法
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
後
見
的
に
関
与
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
場
面
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知

事
が
関
与
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
例
と
し
て
、
権
利
義
務
役
員
の
選
任
に
関
し
、
一
般
社
団
法
人
法
、
会
社
法
で
は
、
裁
判

所
が
職
権
で
選
任
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
（
会
社
法
三
四
六
条
二
項
、
一
般
社
団
法
人
法
七
五
条
二
項
）、
医
療
法
で
は
、
都
道
府
県
知

）
七
一
一
七
（
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八
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（
二
〇
二
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年
二
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）

三
二
〇

事
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
医
療
法
四
六
条
の
五
の
三
第
二
項
）。
ま
た
、
会
社
法
、
一
般
社
団
法
人
法
で
は
、
裁
判
所
が

業
務
執
行
検
査
役
を
選
任
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
（
会
社
法
三
五
八
条
、
一
般
社
団
法
人
法
八
六
条
）、
医
療
法
人
法
で
は
、
都
道
府
県

知
事
が
業
務
・
会
計
の
状
況
を
検
査
す
る
と
い
う
建
付
け
に
な
っ
て
お
り
（
医
療
法
六
三
条
）、
裁
判
所
に
よ
る
検
査
役
の
選
任
は
、
解

散
・
清
算
監
督
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
面
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
医
療
法
五
六
条
の
一
六
）。

２
．
社
員
総
会
に
関
す
る
規
制
の
対
比

⑴
．
三
者
の
比
較

次
の
【
表
２
】
は
、
社
団
た
る
医
療
法
人
の
社
員
総
会
に
関
す
る
規
制
を
、
会
社
法
上
の
株
主
総
会
、
一
般
社
団
法
人
法
上
の
社
員
総

会
に
関
す
る
各
規
制
と
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。

）
七
一
一
八
（
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三
二
一

【表 ２】社員総会・株主総会に関する規制
社団たる医療法人 七般社団法人法の規制 相応する会社法の規制

1．決議できる

事項の範囲

法律定款で定めた事項に限定

（医療法46条の 3第 1項）

理事会設置七般社団法人

につき、七般社団法人法

3５条 2 項

取締役会設置会社につ

き、会社法29５条 2 項

2 ．定款による

決議機関の変更

の可否

医療法46条の 3第 2項 七般社団法人法3５条 4 項 会社法29５条 3 項

3 ．社員名簿 社団たる医療法人は、社員名簿を備

え置き、社員の変更があるごとに必

要な変更を加えなければならない

（医療法46条の 3の 2第 1項）。

七般社団法人法31条 ・株主名簿の備置につ

き、 会 社 法12５条 1 項、

名義書換につき、会社法

133条 1 項

4 ．社員総会 医療法46条の 3の 2第 2項 七般社団法人法36条 1 項

3 項

会社法296条 1 項 3 項

医療法46条の 3の 2第 3項 七般社団法人法36条 2 項

3 項

会社法296条 2 項 3 項

５ ．社員による

臨時社員総会の

総会招集

理事長は、総社員の 1 / ５ 以上の社

員から社員総会の目的である事項を

示して臨時社員総会の招集を請求さ

れた場合には、その請求のあつた日

から20日以内に、これを招集しなけ

ればならない。ただし、総社員の 1

/ ５ の割合については、定款でこれ

を下回る割合を定めることができる

（医療法46条の 3の 2第 4項）。

総社員の議決権の 1 /10

以上の議決権を有する社

員は、理事に対し、社員

総会の目的である事項及

び招集の理由を示して、

社員総会の招集を請求す

ることができる（七般社

団法人法37条 1 項）。

総株主の議決権の 3 /100

以上の議決権を 6箇月

（これを下回る期間を定

款で定めた場合にあって

は、その期間）前から引

き続き有する株主は、取

締役に対し、株主総会の

目的である事項及び招集

の理由を示して、株主総

会の招集を請求すること

ができる（会社法297条

1 項）。

請求をした社員は、裁判

所の許可を得て、社員総

会を招集することができ

る（七般社団法人法37条

2 項）。

請求をした株主は、裁判

所の許可を得て、株主総

会を招集することができ

る（会社法297条 4 項）。

6．招集通知 医療法46条の 3の 2第 ５項 七般社団法人法39条 会社法299条 1 項

（書面による招集通知、電磁的方法

による招集通知につき、規定なし。

なお、招集の方法は、定款で定め

る。）

・書面による招集通知に

つき、七般社団法人法39

条 2 項

・書面による招集通知に

つき、会社法299条 2 項

・電磁的方法による招集

通知につき、七般社団法

人法39条 3 項

・電磁的方法による招集

通知につき、会社法299

条 3 項

7 ．招集手続の

省略

（規定なし） 七般社団法人法40条 会社法300条本文

８．提案権 （規定なし） 七般社団法人法43～4５条 会社法303～30５条

9 ．総会検査役（規定なし） 七般社団法人法46条、47

条

会社法306条、307条

）
七
一
一
一
（
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10．電子提供措

置

医療法46条 3 の 6 において、七般社

団法人法47条の 2以下を準用。

七般社団法人法47条の 2

～47条の 6

会社法32５条の 2～32５条

の 7

11．招集通知に

よる決議事項の

限定

医療法46条の 3の 2第 6項 七般社団法人法49条 3 項 会社法309条 ５ 項

12．議決権 医療法46条の 3の 3第 1項 七般社団法人法4８条 1 項 会社法30８条 1 項

（規定なし） （規定なし） 株式会社は、自己株式に

ついては、議決権を有し

な い（ 会 社 法30８条 2

項）。

13．決議 医療法46条の 3の 3第 2項 七般社団法人法49条 会社法309条

社員総会の議事は、この法律又は定

款に別段の定めがある場合を除き、

出席者の議決権の過半数で決し、可

否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる（医療法46条の 3の 3第 3

項）。

（可否同数の場面につき、

規定なし）

（可否同数の場面につき、

規定なし）

前項の場合において、議長は、社員

として議決に加わることができない

（医療法46条の 3の 3第 4項）。

（規定なし） （規定なし）

14．議決権の代

理行使

医療法46条の 3の 3第 ５項 七般社団法人法５0条 会社法310条

1５．書面による

議決権の行使

（規定なし） 七般社団法人法５1条 会社法311条

16．電磁的方法

による議決権の

行使

（規定なし） 七般社団法人法５2条 会社法312条

17．特別利害関

係

社員総会の決議について特別の利害

関係を有する社員は、議決に加わる

ことができない（医療法46条の 3の

3第 6項）。

次に掲げる場合には、社

員等は、社員総会等の決

議の日から 3箇月以内

に、訴えをもって当該決

議の取消しを請求するこ

とができる。当該決議の

取消しにより社員等とな

る者も、同様とする。

一　社員総会の決議につ

いて特別の利害関係を有

する社員が議決権を行使

したことによって、著し

く不当な決議がされたと

き（七般社団法人法266

条 1 項 3 号）。

次の各号に掲げる場合に

は、株主等は、株主総会

等の決議の日から 3箇月

以内に、訴えをもって当

該決議の取消しを請求す

ることができる。当該決

議の取消しにより株主又

は取締役、監査役若しく

は清算人となる者も、同

様とする。

一　株主総会等の決議に

ついて特別の利害関係を

有する者が議決権を行使

したことによって、著し

く不当な決議がされたと

き（会社法８31条 1 項 3

号）。

1８．説明義務 医療法46条の 3の 4 七般社団法人法５3条 会社法314条

）
七
一
一
一
（
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三
二
三

19．議長の選任 社員総会の議長は、社員総会におい

て選任する（医療法46条の 3の ５第

1項）。

（規定なし） （規定なし）

20．議長の権限 医療法46条の 3の ５第 2項 七般社団法人法５4条 1 項 会社法31５条 1 項

医療法46条の 3の ５第 3項 七般社団法人法５4条 2 項 会社法31５条 2 項

21．提出された

資料等の調査

（規定なし） 七般社団法人法５５条 会社法316条

22．延会・続行

の決議

（規定なし） 七般社団法人法５6条 会社法317条

23．議事録 七般社団法人法５7条を、所定の読み

替えをした上で準用（医療法46条の

3の 6）。

七般社団法人法５7条 会社法31８条

）
七
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
二
四

⑵
．
比
較
し
た
結
果
、
分
か
っ
た
こ
と

【
表
２
】
に
お
け
る
三
つ
を
対
比
し
た
結
果
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
お
こ
う
。
次
の
四
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。第

一
に
、
お
お
む
ね
会
社
法
、
一
般
社
団
法
人
、
社
団
た
る
医
療
法
人
の
順
で
規
制
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、【
表
１
】
に
お
け
る
対
比
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、【
表
２
】
に
お
い
て
、
か
か
る
傾
向
は
よ
り
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
会
社
法
、
一
般
社
団
法
人
法
は
、
株
主
・
社
員
の
提
案
権
、
総
会
検
査
役
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
、
電
磁

的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
、
延
会
・
続
行
の
決
議
と
い
っ
た
制
度
を
法
定
し
て
い
る
が
（
提
案
権
に
つ
き
、
会
社
法
三
〇
三
～
三
〇
五
条
、

一
般
社
団
法
人
法
四
三
～
四
五
条
を
参
照
。
総
会
検
査
役
に
つ
き
、
会
社
法
三
〇
六
条
、
三
〇
七
条
、
一
般
社
団
法
人
法
四
六
条
、
四
七
条
を
参
照
。
書

面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
に
つ
き
、
会
社
法
三
一
一
条
、
一
般
社
団
法
人
法
五
一
条
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
に
つ
き
、
会
社
法
三
一
二
条
、

一
般
社
団
法
人
法
五
二
条
、
延
会
・
続
行
の
決
議
に
つ
き
、
会
社
法
三
一
七
条
、
一
般
社
団
法
人
法
五
六
条
）、
医
療
法
は
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
各

制
度
を
用
意
し
て
お
ら
ず
、
対
応
す
る
規
定
が
存
し
な
い
。

ま
た
、
会
社
法
と
異
な
り
、
一
般
社
団
法
人
、（
現
行
医
療
法
上
の
）
医
療
法
人
に
お
い
て
は
（
８
）

、
社
員
の
「
出
資
持
分
」
と
い
う
概
念
が

な
い
の
で
、
自
己
株
式
に
つ
き
、
会
社
が
議
決
権
を
有
し
な
い
と
す
る
会
社
法
三
〇
八
条
二
項
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
必
要
が
な
い
。

第
二
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
社
員
の
関
与
が
、
会
社
法
、
一
般
社
団
法
人
法
に
比
べ
、
よ
り
限
定
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
会
社
法
は
、
株
主
が
取
締
役
会
の
招
集
請
求
を
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
（
会
社
法
三
六
七
条
）、
か
か
る
制
度
は
、
一
般
社
団

法
人
法
、
医
療
法
に
は
存
し
な
い
。
ま
た
、
会
社
法
、
一
般
社
団
法
人
法
は
、
株
主
・
社
員
自
身
が
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
を
認
め
て
い

る
が
（
会
社
法
二
九
七
条
一
項
四
項
、
一
般
社
団
法
人
法
三
七
条
一
項
二
項
）、
医
療
法
は
、
招
集
「
請
求
」
を
す
る
こ
と
ま
で
し
か
認
め
て
お

）
七
一
一
一
（
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三
二
五

ら
ず
、
招
集
自
体
は
あ
く
ま
で
も
理
事
長
の
権
限
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
医
療
法
四
六
条
の
三
の
二
第
四
項
）。

第
三
に
、（
こ
れ
は
第
二
の
問
題
と
裏
腹
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
が
）
議
長
の
権
限
が
整
備
・
強
化
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
医
療
法
で
は
、

①
．
社
員
総
会
の
議
長
は
、
社
員
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
と
さ
れ
た
上
で
（
医
療
法
四
六
条
の
三
の
五
第
一
項
）、
社
員
総
会
の
議
事
に
つ

き
、
②
．
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
（
医
療
法
四
六
条
の
三
の
三
第
三
項
）、
③
．
か
か
る
場
合
に
お
い
て
、
議

長
は
、
社
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
医
療
法
四
六
条
の
三
の
三
第
四
項
）。
か
か
る
一
連
の
規
定
は
、
会

社
法
・
一
般
社
団
法
人
法
に
お
い
て
は
み
ら
れ
な
い
、
医
療
法
人
に
固
有
の
規
定
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

第
四
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
特
別
利
害
関
係
人
に
関
す
る
規
制
で
あ
る
。
会
社
法
、
一
般
社
団
法
人
法
で
は
、
特
別
の
利
害
関
係
を
有

す
る
株
主
・
社
員
が
議
決
権
行
使
を
な
し
う
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
事
後
的
に
決
議
の
瑕
疵
に
関
す
る
訴
え
を
も
っ
て
不
公
正
を
是
正

す
る
も
の
と
し
て
い
る
が
（
会
社
法
八
三
一
条
一
項
三
号
、
一
般
社
団
法
人
法
二
六
六
条
一
項
三
号
）、
医
療
法
で
は
、
理
事
会
に
お
け
る
の
と

同
様
に
（
医
療
法
四
六
条
の
七
の
二
、
一
般
社
団
法
人
法
九
五
条
）、
事
前
規
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す

る
社
員
は
、
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
医
療
法
四
六
条
の
三
の
三
第
六
項
）。

３
．
小
括

こ
こ
で
上
記
の
結
果
を
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら
小
括
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
理
事
・
理
事
会
に
つ
い
て
み
る
と
、
医
療
法
上
、
社
団
た
る
医
療
法
人
に
お
い
て
は
、
理
事
長
が
医
師
・
歯
科
医
師
の
中
か
ら

選
出
さ
れ
（
医
療
法
四
六
条
の
五
第
六
項
）、
病
院
等
の
管
理
者
が
理
事
会
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
等
（
医
療
法
四
六
条

の
六
第
一
項
本
文
）、
医
療
現
場
サ
イ
ド
の
意
向
が
医
療
法
人
の
経
営
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
制
度
的
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
社
員
総
会
に
つ
い
て
み
る
と
、
可
否
同
数
の
と
き
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
い
う
規
定
（
医
療
法
四
六
条
の
三
の
三

）
七
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
二
六

第
三
項
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
員
総
会
運
営
に
際
し
て
の
議
長
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
社
員
自
身
が
能
動
的
に

関
わ
る
場
面
は
制
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
典
型
が
、
社
員
に
よ
る
招
集
請
求
を
認
め
る
も
の
の
、
社
員
自
身
が
招
集
す
る
こ
と
を
認
め
な

い
医
療
法
四
六
条
の
三
の
二
第
四
項
で
あ
る
。
同
項
で
は
、
招
集
自
体
は
あ
く
ま
で
も
理
事
長
の
権
限
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

制
度
上
、
理
事
長
と
議
長
と
は
「
別
建
て
」
の
制
度
と
さ
れ
て
い
る
が
、
株
主
総
会
と
同
様
、
実
際
に
は
、
理
事
長
が
議
長
を
務
め
る

の
が
通
例
で
あ
る
の
で
、
理
事
長
が
議
長
を
兼
ね
る
場
合
、
当
該
人
物
は
、
理
事
会
、
社
員
総
会
の
運
営
に
際
し
、
制
度
上
、
強
大
な
権

限
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
社
員
に
よ
る
理
事
の
解
任
請
求
（
医
療
法
四
九
条
の
三
、
一
般
社
団
法
人
法
二
八
四
条
～
二
八
六
条
）、
代
表
訴
訟
（
医
療
法
四
九

条
の
二
、
一
般
社
団
法
人
法
二
七
八
条
～
二
八
三
条
）
と
い
う
ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
を
図
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
が
、
業
務
に
関
す
る
検
査
は
、
主
務
官
庁
た
る
都
道
府
県
の
権
限
と
さ
れ
（
医
療
法
六
三
条
等
参
照
）、
前
記
の
訴
訟
に
よ
る
場
合
を
除

き
、
裁
判
所
の
関
与
は
、
解
散
・
清
算
監
督
の
た
め
の
検
査
役
選
任
（
医
療
法
五
六
条
の
一
六
）
と
い
っ
た
き
わ
め
て
限
定
的
な
、
か
つ
法

人
存
続
の
最
終
場
面
に
限
ら
れ
て
い
る
。

結
果
的
に
、
社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
に
関
し
て
は
、
主
務
官
庁
た
る
都
道
府
県
に
よ
る
適
切
な
監
督
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
が
本
稿
の
冒
頭
で
「
性
善
説
」
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
と
述
べ
た
所
以
で
あ
る
。

四
．
検
討

１
．
は
じ
め
に

三
．
に
お
い
て
、
社
団
た
る
医
療
法
人
に
関
す
る
「
性
善
説
」
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
．
で
述
べ
た
「
社

）
七
一
一
二
（



社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
に
関
す
る
一
考
察
（
松
嶋
）

三
二
七

員
総
会
を
強
制
的
に
招
集
す
る
方
法
の
欠
如
」
と
い
う
問
題
点
も
、
理
事
長
の
誠
実
な
対
応
と
監
督
官
庁
た
る
都
道
府
県
の
適
切
な
監
督

を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、「
性
善
説
」
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
の
一
環
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
規
制
を
前
提
と
し
た
上
で
、「
社
員
総
会
を
強
制
的
に
招
集
す
る
方
法
の
欠

如
」
と
い
う
「
規
制
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
」
を
解
釈
論
と
し
て
克
服
す
る
方
法
に
つ
き
、
検
討
を
試
み
た
い
。

２
．
実
体
法
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
会
社
法
に
お
け
る
株
主
に
よ
る
招
集
の
請
求
（
会
社
法
二
九
七
条
）
や
一
般
社
団
法
人
法
に
お
け
る
社
員
に
よ

る
招
集
の
請
求
（
一
般
社
団
法
人
法
三
七
条
）
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
意
味
、
一
番
素
直
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
．
で
検
討
し
た
と
お
り
、
社
団
た
る
医
療
法
人
に
つ
き
、
医
療
法
は
、
い
く
つ
か
の
個
所
で
、
会
社
法
、
一
般
法

人
法
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
な
規
制
を
意
図
的
に
外
し
た
り
、
修
正
し
た
り
し
て
お
り
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日

で
問
題
と
さ
れ
る
「
社
員
総
会
を
強
制
的
に
招
集
す
る
方
法
の
欠
如
」
も
、
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

医
療
法
が
、
意
図
的
に
裁
判
所
の
許
可
と
い
う
制
度
を
外
し
て
い
る
中
で
、
裁
判
所
が
招
集
の
許
可
を
与
え
る
と
い
う
旨
の
会
社
法

（
会
社
法
二
九
七
条
）、
一
般
法
人
法
（
一
般
社
団
法
人
法
三
七
条
）
の
各
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
、
解
釈
に
よ
る
法
改
正
を
な
す
に
等

し
く
、
波
及
効
が
大
き
す
ぎ
る
。

も
っ
と
も
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
激
烈
な
支
配
権
紛
争
の
解
決
は
、
主
務
官
庁
の
介
入

よ
り
も
、
司
法
の
場
に
お
け
る
解
決
の
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
社
団
た
る
医
療
法
人
の
現
行
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
構
造
の
全
体
像
を
崩
さ
な
い
形
で
、
司
法
の
関
与
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
。

）
七
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
二
八

３
．
手
続
法
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

本
稿
で
は
、
上
記
の
観
点
を
実
現
す
る
た
め
、
手
続
法
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
医
療
法
上
認
め
ら
れ

て
い
る
、
社
員
の
理
事
長
に
対
す
る
臨
時
社
員
総
会
の
招
集
請
求
権
（
医
療
法
四
六
条
の
三
の
二
第
四
項
）
の
「
執
行
」
方
法
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
実
体
法
の
枠
組
み
を
崩
す
こ
と
な
く
、「
規
制
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
」
を
埋
め
、
制
度
の
実
効
性
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

手
続
法
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
も
の
が
あ
り
う
る
と
こ
ろ
、
第
一
に
、
意
思
表
示
の
擬
制
（
民
事
執
行
法
一
七
七
条
（
９
）

）

を
用
い
る
と
い
う
手
法
が
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
に
お
い
て
、「
前
訴
判
決
が
確
定
し
た

こ
と
に
よ
り
Ｘ
に
よ
る
社
員
総
会
の
招
集
手
続
が
擬
制
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、

前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
つ
つ
も
、
日
時
及
び
場
所
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
根

拠
に
、
か
か
る
手
法
を
否
定
し
て
い
る
。
だ
が
、「
日
時
及
び
場
所
の
記
載
」
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
か
か
る
手
法
は
依
然
と
し
て

検
討
に
値
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
考
え
ら
れ
る
の
が
、
間
接
強
制
（
民
事
執
行
法
一
七
二
条
（
10
）

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
に

お
い
て
も
、
そ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
も
自
認
す
る
と
お
り
、

間
接
強
制
は
、
あ
く
ま
で
も
強
制
金
に
よ
り
、
間
接
的
に
社
員
総
会
の
招
集
を
促
そ
う
と
す
る
手
続
な
の
で
、
い
さ
さ
か
歯
が
ゆ
い
と
い

う
の
は
否
め
な
い
。

第
三
に
、
代
替
執
行
（
民
事
執
行
法
一
七
一
条
（
11
）

）
に
よ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
作
為
を
目
的
と
す
る
債

務
（
招
集
す
る
債
務
）
に
つ
い
て
の
強
制
執
行
」
と
し
て
、
執
行
裁
判
所
が
債
務
者
の
費
用
で
第
三
者
に
当
該
作
為
を
さ
せ
る
こ
と
を
考

）
七
一
七
一
（



社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
に
関
す
る
一
考
察
（
松
嶋
）

三
二
九

え
て
い
く
の
で
あ
る
（
同
条
一
項
一
号
）。

筆
者
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
下
記
の
と
お
り
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
民
事
訴
訟
法
が
規
定
す
る
特
別
代
理
人
（
民
事
訴
訟
法
三
五
条
）
に
関
し
、
民
事
執
行
法
は
、
債
務
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
強
制
執
行

の
続
行
に
関
し
、
民
事
訴
訟
法
三
五
条
二
項
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
幸
い
に
し
て
、
そ
れ
以
外
に
何
も
語
ら
ず
、
か

え
っ
て
、「
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
民
事
執
行
の
手
続
に
関
し
て
は
、
民
事
訴
訟
法
の
規
定
を
準
用
す
る
」
も
の
と
定
め
て

い
る
（
民
事
執
行
法
二
〇
条
）。
本
件
ケ
ー
ス
の
場
合
、
Ｘ
が
社
員
総
会
の
招
集
を
懈
怠
し
た
場
合
、
Y3
及
び
Y4
が
、「
前
訴
控
訴
審
判
決
」

を
代
替
執
行
す
べ
く
、
特
別
代
理
人
と
な
り
、
社
員
総
会
を
招
集
で
き
れ
ば
、
実
質
的
に
は
、
裁
判
所
が
招
集
の
許
可
を
与
え
る
と
い
う

制
度
設
計
と
同
じ
こ
と
が
実
現
で
き
る
（
12
）

。」

代
替
執
行
の
方
法
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
、
よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
に
授
権
決
定
を
得
た
上
で
、
社
員
自
ら
執
行
（
民
事
執
行
法
一
七
一
条
）

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
理
解
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
（
13
）

。

五
．
結
び
に
代
え
て

民
事
執
行
法
改
正
の
研
究
（
14
）

を
契
機
と
し
て
、
手
続
法
に
大
き
く
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
筆
者
の
関
心
が
、
本
稿
で
の
提
言
に
際
し
反
映

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
、
ま
だ
十
分
に
私
見
が
固
ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
手
続
法
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
き
、
提
言

と
い
っ
て
も
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
試
論
的
に
提
示
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
足
り
な
い
部
分
は
今
後
の
課
題
と
受
け
止
め
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ
の
手
法
で
あ
れ
、
手
続
と
は
ふ
く
ら
み
が
あ
る
も
の
な
の
で
、
当
事
者
が
試
行
錯
誤
を
積
み
重
ね
て
、
手

続
を
「
育
て
て
い
く
」
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

）
七
一
七
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

三
三
〇

【
追
記
】

１
．
本
稿
は
、
令
和
四
年
度
日
本
大
学
法
学
部
研
究
費
［
学
術
研
究
費
（
共
同
研
究
費
）］「
一
般
条
項
に
お
け
る
実
体
法
と
手
続
法
の
交

錯
」（
代
表 
松
嶋
隆
弘
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

２
．
本
号
が
献
呈
の
対
象
と
す
る
長
谷
川
貞
之
教
授
は
、
こ
の
度
日
本
大
学
法
学
部
を
退
職
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
同
僚
と
し
て
受
け
た
学

問
的
・
教
育
的
恩
恵
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
同
教
授
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
る
。

３
．
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
菱
田
昌
義
弁
護
士
か
ら
有
益
な
助
言
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
1
）	

非
営
利
法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
員
の
信
任
義
務
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
松
元
暢
子
『
非
営
利
法
人
の
役
員
の
信
認
義
務
～
営
利
法
人
の
役

員
の
信
認
義
務
と
の
比
較
考
察
～
』（
平
成
二
六
年
）
を
参
照
。

（
2
）	

非
営
利
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
、
筆
者
は
、
根
田
正
樹
教
授
と
の
共
同
監
修
で
、
月
刊
税
理
に
お
い
て
、「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
非
営
利
法

人
」
と
い
う
連
載
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
松
嶋
隆
弘
「
日
大
問
題
に
み
る
法
的
論
点
～
不
正

に
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
理
事
の
法
的
責
任
を
中
心
に
～
」
月
刊
税
理
六
五
巻
一
二
号
（
令
和
四
年
）
二
三
二
頁
、
根
田
教
授
に
よ
る
も
の
と
し
て
、

根
田
正
樹
「
知
事
所
轄
学
校
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
私
立
学
校
法
改
正
」
月
刊
税
理
六
五
巻
一
四
号
（
令
和
四
年
）
二
三
二
頁

（
3
）	

医
療
法
人
に
つ
い
て
の
根
拠
法
で
あ
る
医
療
法
は
、
社
団
た
る
医
療
法
人
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
双
方
を
許
容
し
て
い
る
が
、
現
実
に
存
在

す
る
医
療
法
人
の
ほ
と
ん
ど
は
前
者
で
あ
る
。
本
稿
で
も
、
社
団
た
る
医
療
法
人
を
検
討
の
素
材
と
す
る
。

（
4
）	

本
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
尾
形
祥
・
判
批
・
金
判
一
六
二
九
号
二
頁

（
５
）	

松
嶋
隆
弘
「
医
療
法
人
の
社
員
の
除
名
合
戦
（
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
お
家
騒
動
第
６
回
）」
税
理
六
四
巻
一
四
号
（
令
和
三
年
）
一
五
八
頁

（
6
）	

対
比
に
あ
た
り
、
本
稿
の
目
的
に
従
い
、
記
述
に
繁
閑
を
つ
け
て
い
る
点
、
了
解
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
財
団
た
る
医
療
法
人
に
関
す
る
理
事
の

規
制
に
つ
い
て
は
、
割
愛
し
て
あ
る
。

）
七
一
七
八
（



社
団
た
る
医
療
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
に
関
す
る
一
考
察
（
松
嶋
）

三
三
一

（
7
）	

根
田
正
樹
＝
丸
山
秀
平
＝
坂
田
純
一
編
『
一
般
社
団
法
人
・
財
団
法
人
の
法
務
と
税
務
』（
平
成
二
〇
年
）
四
〇
頁
（
丸
山
秀
平
）

（
８
）	

平
成
一
九
年
施
行
の
第
五
次
医
療
法
改
正
に
よ
り
、「
出
資
持
分
の
あ
る
医
療
法
人
」
を
新
た
に
設
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
既

存
の
「
出
資
持
分
の
あ
る
医
療
法
人
」
は
、
当
分
の
間
存
続
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
「
出
資
持
分
の
あ
る
医
療
法
人
」
を
経
過
措
置
医

療
法
人
と
呼
ぶ
（
医
療
法
一
〇
条
の
二
）。
医
療
法
は
、
経
過
措
置
医
療
法
人
が
、
出
資
持
分
の
放
棄
を
伴
っ
た
上
で
、
新
医
療
法
人
へ
と
移
行
す

る
手
続
を
用
意
し
て
い
る
（
医
療
法
一
〇
条
の
三
以
降
、
特
に
同
条
三
項
二
号
を
参
照
。）。
な
お
、
根
田
＝
丸
山
＝
坂
田
・
前
掲
書（
注
７
）三
七
〇

頁
（
矢
野
聡
）
を
参
照
。

（
9
）	

中
野
貞
一
郎
＝
下
村
正
明
『
民
事
執
行
法
（
改
訂
版
）』（
令
和
三
年
）
八
七
一
頁
、
中
西
正
＝
中
島
弘
雅
＝
八
田
卓
也
＝
青
木
哲
『
民
事
執

行
・
民
事
保
全
法
（
第
２
版
）』（
令
和
三
年
）
二
七
三
頁

（
10
）	

中
野
＝
下
村
・
前
掲
書
八
五
九
頁
、
中
西
＝
中
島
＝
八
田
＝
青
木
・
前
掲
書
二
六
五
頁
以
下
参
照
。

（
11
）	

中
野
＝
下
村
・
前
掲
書
八
五
三
頁
、
中
西
＝
中
島
＝
八
田
＝
青
木
・
前
掲
書
二
六
三
頁
以
下
、
二
七
〇
頁
以
下
参
照
。

（
12
）	

松
嶋
・
前
掲（
注
５
）一
六
三
頁
。
特
別
代
理
人
の
活
用
例
に
つ
き
、
豊
泉
美
穂
子
弁
護
士
か
ら
、
故
・
植
草
宏
一
弁
護
士
の
実
践
例
に
つ
き
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
13
）	

こ
の
点
は
、
前
稿
を
読
ん
だ
矢
作
和
彦
弁
護
士
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
14
）	

令
和
元
改
正
民
事
執
行
法
に
関
す
る
筆
者
の
著
作
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
中
島
弘
雅
＝
内
田
義
厚
＝
松
嶋
隆
弘
編
『
改
正
民
事
執
行
法
の
論
点
と
今
後
の
課
題
』（
令
和
二
年
）

・
中
島
弘
雅
＝
松
嶋
隆
弘
編
『
実
務
か
ら
見
る
改
正
民
事
執
行
法
』（
令
和
二
年
）

・
山
川
一
陽
＝
松
嶋
隆
弘
編
『
民
事
執
行
法
及
び
ハ
ー
グ
条
約
実
施
法
等
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
実
務
へ
の
影
響
』（
令
和
二
年
）

）
七
一
七
一
（






